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は
じ
め
に

　
七
世
紀
中
葉
の
東
ア
ジ
ア
が
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
六
六
〇
年

の
百
済
の
滅
亡
、
六
六
八
年
の
高
句
麗
の
滅
亡
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

百
済
・
高
句
麗
に
新
羅
を
加
え
た
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
三
関
は
、
戦
闘
・
和
平
を

く
り
か
え
し
、
時
に
は
中
国
・
日
本
（
地
域
名
）
の
軍
事
介
入
を
受
け
な
が

ら
、
七
世
紀
中
葉
を
起
点
に
最
終
的
に
は
新
羅
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
も
う
少
し
詳
し
く
東
ア
ジ
ア
の
四
国
の
七
世
紀
中
葉
の
動
告
を
み

る
と
、
六
四
二
年
高
句
麗
に
泉
蓋
証
文
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
り
、
栄
留
王
を

殺
害
し
て
宝
蔵
王
を
即
位
さ
せ
て
い
る
。
同
年
末
か
ら
翌
年
当
初
に
か
け
て

百
済
王
室
内
部
で
も
政
変
が
起
り
、
六
四
五
年
に
は
日
本
で
も
蘇
我
氏
打
倒

の
政
変
か
起
っ
た
。
新
羅
で
も
六
四
七
年
に
善
徳
女
王
を
廃
そ
う
と
し
て
聡

曇
が
反
乱
を
起
し
、
善
徳
女
王
は
そ
の
渦
中
に
没
し
て
、
真
徳
女
王
が
即
位

し
た
が
、
聡
曇
は
反
乱
に
勝
利
で
き
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
六
四
二
年
か
ら
六
四
七
年
の
わ
ず
か
六
年
間
に
次
々
と
各
国

に
起
き
た
政
変
は
、
東
ア
ジ
ア
の
各
国
が
ひ
と
つ
の
転
換
期
を
迎
え
て
い
た

こ
と
の
証
明
で
あ
ろ
う
。
拙
稿
は
そ
の
転
換
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か

を
考
え
る
た
め
の
初
歩
的
な
作
業
と
し
て
、
ま
ず
新
羅
を
中
心
に
百
済
・
高

句
麗
の
朝
鮮
三
国
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　
‐
　
七
世
紀
中
葉
の
新
羅
の
骨
品
制

　
新
羅
社
会
を
特
色
づ
け
る
制
度
に
骨
品
制
か
お
る
と
い
わ
れ
る
。
骨
品
制

は
王
族
を
第
一
骨
、
他
の
貴
族
な
ど
を
第
二
骨
と
す
る
骨
制
と
、
第
二
骨
を

六
頭
品
か
ら
順
に
下
っ
て
四
頭
品
に
至
る
貴
族
に
与
え
ら
れ
る
頭
品
と
、
三

　
こ
∵
一
頭
品
の
そ
れ
以
下
の
下
級
身
分
を
示
す
頭
品
制
を
一
体
化
し
た
身

分
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
種
の
カ
ー
ス
ト
的
な
構
造
を
持
つ
も
の
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

　
こ
の
骨
品
制
に
関
す
る
先
行
業
績
は
数
多
い
が
、
近
年
の
研
究
で
は
四
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

の
説
が
併
立
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
㈲
井
上
秀
雄
説
、
㈲
武
田
幸
男

　
㈲
　
　
　
　
　
　
㈲
　
　
　
　
　
　
　
㈲

説
、
㈲
木
村
誠
説
、
㈲
三
池
賢
一
説
が
そ
れ
で
あ
る
（
発
表
年
次
順
で
は
な

-
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く
説
明
の
便
宜
の
順
序
で
あ
る
）
。
骨
品
制
は
新
羅
社
会
の
基
礎
的
理
解
に

か
か
わ
る
も
の
な
の
で
、
四
説
と
も
に
広
汎
な
視
点
か
ら
論
述
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
要
約
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
あ
る
い
は
誤
解
す
る
点
も
あ
ろ
う
が
、

四
説
に
導
か
れ
な
が
ら
骨
品
制
に
問
題
を
限
定
し
て
考
え
て
み
た
い
。

　
四
説
中
で
骨
品
制
に
関
し
、
や
や
異
質
の
見
解
を
示
さ
れ
た
の
は
、
㈲
井

古
秀
雄
説
で
あ
る
。
井
上
氏
は
七
世
紀
中
葉
に
は
王
統
の
尊
厳
や
骨
制
の
発

展
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
王
族
・
上
流
貴
族
の
Ｉ
部
に
と
ど
ま
り
、
広
く

一
般
化
し
て
い
な
か
っ
た
、
骨
は
一
般
名
称
と
し
て
家
柄
の
良
い
と
い
う
程

度
の
意
味
で
、
一
般
的
に
漠
然
と
し
た
骨
制
と
し
か
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
、

と
い
わ
れ
る
。
頭
品
制
は
地
縁
的
な
身
分
制
度
で
、
八
世
紀
前
半
頃
に
制
度

化
さ
れ
、
骨
制
と
結
合
す
る
の
は
九
世
紀
初
頭
と
さ
れ
た
。

　
㈲
武
田
幸
男
説
は
主
と
し
て
二
論
文
よ
り
成
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
論
文

は
井
上
説
を
詳
細
に
検
討
し
て
お
ら
れ
る
。
武
田
氏
は
骨
品
の
用
語
は
八
世

紀
を
遡
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
実
態
は
す
で
に
四
世
紀
後
半
に
出
現
し
、

五
〇
三
年
に
第
二
期
を
む
か
え
、
九
世
紀
に
入
っ
て
第
三
期
つ
ま
り
骨
品
制

の
変
化
・
崩
壊
期
に
至
る
、
と
み
て
お
ら
れ
る
。
四
世
紀
後
半
か
ら
五
〇
三

年
の
第
一
期
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
実
在
を
証
明
す
る
史
料
を
全
く
欠

く
と
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
第
二
期
に
つ
い
て
は
、
法
興
王
七
年
（
五
二
〇
）

の
「
律
令
」
を
衣
冠
制
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
が
骨
品
制
の
具
体
的
な
お
り

方
を
証
明
す
る
と
さ
れ
た
。

　
骨
品
制
を
衣
冠
制
な
ら
び
に
官
位
制
と
の
関
係
か
ら
考
察
す
る
方
法
は
、

武
田
氏
・
○
木
村
誠
説
・
㈲
三
池
賢
一
説
に
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
基
礎
と

な
る
史
料
は
次
掲
出
～
㈹
で
あ
る
。

田
　
『
三
国
史
記
』
雑
志
第
七
職
官
上

　
儒
理
王
九
年
置
十
七
等
。
一
日
伊
伐
流
。
二
日
伊
尺
流
。
三
日
亜
流
。

　
四
日
波
珍
流
。
五
日
大
阿
流
。
従
此
至
伊
伐
流
。
唯
真
骨
受
之
。
他
宗

　
則
否
。
六
日
阿
浪
。
自
重
阿
浪
至
四
重
阿
浪
。
七
日
一
吉
流
。
八
日
沙

　
浪
。
九
日
級
伐
浪
。
十
日
大
奈
麻
。
自
重
奈
麻
至
九
重
奈
麻
。
十
一
曰

　
奈
麻
。
自
重
奈
麻
至
七
重
奈
麻
。
十
二
日
大
舎
。
十
三
口
舎
知
。
十
四

　
曰
吉
士
。
十
五
日
大
鳥
。
十
六
曰
小
鳥
。
十
七
口
造
位
。

　
　
（
各
官
位
に
は
異
称
を
列
挙
し
た
分
注
か
お
る
か
、
繁
雑
な
の
で
省
略

　
し
た
）

　
岡
　
『
同
』
雑
志
第
二
色
服

　
　
法
興
王
制
。
自
太
大
角
干
至
大
阿
浪
紫
衣
。
阿
波
至
級
流
緋
衣
。
並
牙

　
　
笏
。
大
奈
麻
・
奈
麻
青
衣
。
大
舎
至
先
肌
知
黄
衣
。

　
圓
　
『
同
』
雑
志
第
二
色
服

　
　
伊
浪
・
迂
流
錦
冠
。
波
珍
浪
・
大
阿
流
・
衿
荷
緋
冠
。
上
堂
大
奈
麻
・

　
　
赤
位
大
舎
組
綴
。

　
今
、
仮
に
㈲
を
衣
制
、
㈹
を
冠
制
と
よ
ん
で
区
別
す
る
と
、
衣
制
は
冠
制

に
比
し
て
理
解
し
や
す
い
。
㈲
の
太
大
角
干
は
、
巾
の
伊
伐
流
の
上
に
犬
角

千
加
加
上
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
太
大
角
子
が
加
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
岡
の
級
流
は
田
の
級
伐
浪
の
異
称
、
㈲
の
先
肌
知
は
剛
の
造
位
の
異
称

と
し
て
田
に
み
え
る
。
田
の
伊
伐
流
を
①
、
以
下
順
次
番
号
を
付
し
造
位
を

⑥
と
し
て
、
衣
制
を
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
紫
衣
＝
太
大
角
干
～
（
①
伊
伐
浪
～
）
⑤
大
阿
波
ａ
真
骨
／
緋
衣
＝
⑥
阿

　
波
～
⑨
級
伐
波
／
青
衣
＝
⑩
大
奈
麻
・
⑨
奈
麻
／
黄
衣
＝
⑩
大
舎
？
⑥
造
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位

　
冠
制
が
衣
制
に
比
し
問
題
な
の
は
、
伊
浪
（
②
伊
尺
浪
の
異
称
）
・
豆
浪
・

波
珍
泣
・
大
阿
泣
か
官
位
名
で
あ
る
の
に
、
衿
荷
・
上
堂
・
大
奈
麻
・
赤
位

大
舎
が
官
職
名
で
あ
る
こ
と
や
、
①
伊
伐
浪
に
対
応
す
る
冠
か
な
い
こ
と
な

ど
に
よ
る
。
新
羅
で
も
官
位
相
当
制
は
あ
る
か
、
一
官
職
に
一
官
位
が
相
当

す
る
の
で
は
な
く
、
一
官
職
に
複
数
官
位
が
対
応
す
る
構
造
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
衿
荷
～
赤
位
大
舎
の
四
官
職
に
相
当
す
る
官
位
の
決
定
に
あ
た
っ
て

は
、
解
釈
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。

　
○
木
村
誠
説
で
は
、
衿
荷
の
相
当
官
位
を
⑥
阿
浪
・
⑦
一
吉
浪
、
上
堂
の

相
当
官
位
を
⑧
沙
流
・
⑨
級
伐
流
と
さ
れ
た
。
木
村
氏
の
論
証
過
程
は
非
常

に
こ
み
入
っ
て
い
る
か
、
氏
が
実
証
さ
れ
た
結
論
は
衿
荷
の
上
限
が
⑥
阿
浪

で
、
上
堂
の
下
限
が
⑨
級
伐
浪
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
で
氏
は
「
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

職
と
官
位
の
対
応
は
一
対
一
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
」
と
い
う
理
由
に
よ

り
、
衿
荷
に
⑦
一
吉
浪
を
、
上
堂
に
⑧
沙
流
を
配
さ
れ
た
。
こ
れ
か
不
都
合

な
こ
と
は
、
た
と
え
ば
統
一
新
羅
時
代
の
執
事
省
内
の
典
大
等
の
職
は
⑥
阿

波
～
⑨
奈
麻
が
相
当
官
位
で
、
同
省
内
の
大
舎
の
職
に
は
⑨
奈
麻
～
⑩
舎
知

が
相
当
し
、
両
職
に
重
複
す
る
⑨
の
官
位
の
あ
る
こ
と
に
も
明
ら
か
で
あ
ろ

　
こ
の
点
は
し
ば
ら
く
置
い
て
○
木
村
説
の
紹
介
を
続
け
る
と
、
木
村
氏
は

官
位
・
官
職
・
冠
制
を
骨
品
制
に
関
連
さ
せ
て
次
表
を
示
さ
れ
、
法
興
王
七

年
（
五
二
〇
）
に
は
聖
骨
・
真
骨
・
骨
身
分
以
外
の
三
階
層
の
身
分
制
が
成

立
し
て
い
た
と
結
論
さ
れ
た
。

　
先
に
も
指
摘
し
、
こ
の
表
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
①
伊
伐
泣
に
対
応
す

官　　　位 官　　職 冠の制 骨　品　制

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

伊　　　流

通　　　流

波　珍　流

大　阿　流

阿　　　混

一　古　流

沙　　　流

級　　　流

大　奈　麻

奈　　　麻

大　　　舎

舎　　　知

粟　　　主

錦　　冠

　　　　　一　　　　　　　

　　一人　　　　

非　

骨　　

　　↓

　　　　　↑　　　　　　　

　真　

骨　　　　　

　　　　ｙ

↑

ｌ１１ー

ｉｌ

ｉ－－

－‐－－

Ｉ－－

ー’－

－　

聖　

骨　

’‐‐

１…

…１

…

……

…

－

－－

’－

↓

緋　　　冠

衿荷大等

上　　　堂

組　　　綴大　奈　麻

赤位大舎

る
冠
制
を
欠
い
て
い
る
。
木
村
氏
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
伊
伐
演
の
原
意
・

語
義
が
新
羅
の
干
＝
新
羅
国
王
で
あ
り
、
冠
制
制
定
時
点
で
は
伊
伐
演
は
新

羅
国
王
そ
の
も
の
で
あ
り
、
国
王
は
冠
制
を
超
越
し
た
存
在
で
あ
っ
た
た
め

と
説
明
さ
れ
た
。

　
木
村
氏
の
説
明
が
正
当
な
も
の
と
す
れ
ば
、
国
王
は
職
名
の
一
種
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
圓
の
伊
浪
・
巡
演
・
波
珍
演
・
大
阿
流
も
官
位
名

で
は
な
く
、
官
職
名
と
み
な
し
う
る
可
能
性
か
お
る
。
す
で
に
新
羅
の
官
位

名
と
官
職
名
の
共
通
性
は
宮
崎
市
定
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
近
年

で
は
圓
の
伊
浪
～
大
阿
波
を
散
官
的
な
も
の
と
み
る
黒
田
達
也
氏
の
見
鰍
も
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存
在
す
る
。
㈲
の
伊
浪
～
大
阿
流
が
官
位
名
で
な
け
れ
ば
、
木
村
説
の
表
自

体
が
無
意
味
な
も
の
と
な
ろ
う
。

　
ま
た
昌
寧
真
興
王
巡
狩
碑
文
に
は
「
大
一
伐
干
」
が
み
え
、
一
伐
干
（
①

伊
伐
流
の
異
称
）
に
加
上
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
碑

の
五
六
一
年
に
は
伊
伐
浪
は
国
王
で
は
あ
り
え
な
い
。
伊
伐
浪
が
官
位
名
で

あ
る
に
せ
よ
官
職
名
で
あ
る
に
せ
よ
、
五
六
一
年
に
は
冠
制
の
枠
外
の
存
在

で
あ
る
。
㈹
の
冠
制
の
制
定
時
点
は
法
興
王
七
年
（
五
二
〇
）
で
あ
る
こ
と

に
は
異
論
が
な
い
よ
う
な
の
で
、
冠
制
の
枠
外
の
存
在
の
確
認
で
き
る
五
六

一
年
ま
で
の
開
が
倒
の
冠
制
の
有
効
最
長
期
間
で
あ
っ
た
と
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
た
か
だ
か
四
〇
年
程
度
し
か
存
続
し
え
な
か
っ
た
㈹
の
冠
制
か
ら
骨
品

制
を
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
次
に
㈲
三
池
賢
一
説
を
み
る
と
、
ま
ず
田
の
一
七
等
官
位
を
、
千
群
官
位

　
（
①
伊
伐
流
？
⑨
級
伐
流
）
・
所
謂
m
a
ｒ
群
官
位
（
⑩
大
奈
麻
～
⑩
舎
知
）
・

雑
類
京
位
（
⑩
吉
士
～
⑥
造
位
）
の
三
段
階
に
分
類
で
き
る
、
と
い
う
。
こ

の
官
位
観
の
上
に
㈲
の
衣
制
と
開
の
冠
制
を
対
応
さ
せ
て
、
上
表
を
提
示
さ

れ
、
官
位
制
と
骨
品
制
の
対
応
の
成
立
年
代
を
六
世
紀
後
半
と
さ
れ
た
。

　
こ
の
㈲
三
池
説
に
つ
い
て
は
武
田
氏
の
手
厳
し
い
批
判
が
あ
る
。
な
か
で

も
順
に
「
波
珍
流
・
大
阿
流
・
衿
荷
緋
冠
」
と
あ
る
の
に
、
前
表
で
は
波
珍

流
・
大
阿
浪
を
錦
冠
と
表
示
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
武
田
氏
は
「
も
し
何
ら

か
の
或
る
主
観
的
な
予
断
を
別
に
想
像
し
な
い
限
り
、
ま
っ
た
く
不
可
解
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

史
料
操
作
の
よ
う
に
お
も
え
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
武
田
氏
の
批
判
は
当
を

え
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
㈲
木
村
説
と
㈲
三
池
説
に
共
通
す
る
点
に
、
聖
骨
身
分
を
実
在
す
る

と
み
る
点
が
あ
る
。
○
木
村
説
で
は
①
伊
伐
流
～
③
迎
流
が
、
㈲
三
池
説
で

は
①
伊
伐
浪
～
⑤
大
阿
浪
が
、
聖
骨
身
分
の
み
が
就
任
し
う
る
官
位
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
善
徳
王
一
一
年
八
月
条
に
「
伊
流
金
春

秋
」
と
あ
る
金
春
秋
は
、
両
氏
の
説
に
よ
れ
ば
聖
骨
身
分
の
筈

で
あ
る
が
、
『
同
』
年
表
下
に
「
大
宗
王
春
秋
即
位
元
年
。
従

此
巳
下
真
骨
」
・
『
同
』
新
羅
本
紀
真
徳
王
八
年
三
月
条
に
「
国

人
謂
。
始
祖
赫
居
世
至
真
徳
二
十
八
王
。
謂
之
聖
骨
。
自
武
烈

至
末
玉
。
謂
之
獄
骨
」
と
あ
っ
て
、
金
春
秋
＝
大
宗
王
春
秋
＝

武
烈
王
は
真
骨
身
分
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
し
金

春
秋
の
時
代
に
は
聖
骨
と
真
骨
の
身
分
差
が
消
滅
し
て
い
た
と

仮
定
す
れ
ば
、
骨
に
よ
る
身
分
制
そ
の
も
の
が
解
消
方
向
へ
動

い
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
み
て
よ
け
れ
ば
少
な
く
と
も

金
春
秋
の
活
躍
す
る
七
世
紀
の
中
葉
ま
で
の
時
期
は
、
骨
制
が
、

色　

服

冠　

制

牙　

笏

骨　

品

京

　位
※

紫　

　　　衣

錦　　　

　冠

　　牙

聖　　　　

骨

１

２

３

４

５

伊　伐　浪

伊　尺　浪

通　　　流

波　珍　浪

大　阿　流

緋　

　　衣

緋　　　

冠

　　笏

真　　　

骨

６

７

８

９

阿　　　渡

一　吉　流

沙　　　混

級　伐　混

六頭

品 ａ

。

　　　　　　綴

　　　　（　　

無　

）

青　

衣

10

11

大　奈　麻

奈　　　麻

五頭

品

黄　

衣

12

13

大　　　舎

舎　　　知

四

一

頭

　品

（不　

　明

）

14 吉　　　士

15

16

17

大　　　鳥

小　　　鳥

造　　　位

（
※
は
理
解
の
便
宜
を
考
え
増
補
し
た
）
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官　　職 冠 官　　　位 衣 牙　笏

(太大角干)

(大　角　干)

①角　　干

紫　衣

緋　衣

執　用

錦　冠
　②伊　　浪江

。

衿　荷| 緋　冠
　④波珍波{

⑤大阿波

上　　堂

大　奈　麻

赤位大舎

組　綴

崎一一･-一一加

千―-―φ

⑥阿　　浪

⑦一吉浪

⑧沙　　浪

⑨級　　浪

⑩大奈麻

⑨奈　　麻

⑩大　　舎

⑩小　　舎

⑩吉　　士

⑩大　　鳥

⑩小　　鳥

⑥先肘知

}青
衣

Ｘ

／

黄衣

ひ
い
て
は
骨
品
制
が
解
消
方
向
に
あ
り
、
あ
ま
り
重
視
す
る
必
要
の
な
い
制

度
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
最
後
に
㈲
武
田
幸
男
説
を
み
て
お
こ
う
。
武
田
氏
は
田
・
岡
・
㈹
の
史
料

が
ら
右
の
表
を
示
さ
れ
た
。

　
武
田
氏
は
六
世
紀
の
骨
品
制
は
法
興
王
七
年
（
五
二
〇
）
の
衣
冠
制
を
通

じ
て
解
明
さ
れ
る
と
し
、
骨
品
制
は
真
骨
相
当
の
階
層
と
そ
れ
以
下
の
二
階

層
の
構
造
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
、
さ
ら
に
「
そ
れ
以
下
」
の
階
層

が
も
う
二
分
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
と
述
べ

て
お
ら
れ
る
。

　
前
表
自
体
は
田
・
㈲
・
圓
の
忠
実
な
表
示
で
あ
っ
て
、
疑

問
点
は
な
い
。
た
だ
衣
制
＝
㈲
を
法
興
王
代
の
（
具
体
的
に

は
法
興
王
七
年
の
）
も
の
と
み
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
武
田

論
文
を
参
照
す
る
時
間
が
な
か
っ
た
と
補
注
す
る
木
村
論
文

が
、
㈲
は
六
四
九
年
の
中
国
式
衣
冠
制
に
関
す
る
も
の
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
武
田
氏
は
、
岡
に
み
え
る
大

大
角
干
・
大
角
子
の
加
上
二
官
位
を
除
外
す
れ
ば
、
文
章
の

表
現
や
文
字
の
表
記
は
後
代
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
「
紫
・

緋
・
青
・
黄
の
四
色
の
衣
制
は
当
時
に
お
け
る
他
の
類
例
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

知
ら
ず
、
新
羅
固
有
色
が
き
わ
め
て
濃
く
で
て
い
る
」
と
さ

れ
、
「
そ
れ
は
当
時
の
実
態
を
か
な
り
忠
実
に
伝
え
る
原
史

料
に
依
り
、
後
世
に
お
け
る
当
世
風
の
表
記
で
修
飾
し
た
簡

　
　
　
㈲

略
記
事
」
で
あ
り
、
法
興
王
代
の
も
の
と
さ
れ
た
。

　
こ
の
武
田
氏
の
説
明
で
問
題
な
の
は
、
紫
・
緋
・
青
・
黄

の
四
色
が
新
羅
固
有
の
も
の
と
い
え
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
『
三
回
史
記
』

新
羅
本
紀
（
以
下
、
「
羅
紀
」
と
賂
し
、
『
同
』
百
済
本
紀
は
［
済
紀
］
、
『
同
』

高
句
麗
本
紀
は
「
麗
紀
」
と
略
記
す
る
）
法
興
王
七
年
一
月
条
に
は
。

　
倒
頒
示
律
令
。
始
制
百
官
公
服
。
朱
紫
之
秩
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
朱
・
紫
の
二
色
を
知
り
う
る
の
み
で
あ
る
が
、
朱

は
岡
の
衣
制
の
色
で
は
な
い
。
武
田
氏
も
剛
の
四
色
の
実
例
を
求
め
て
お
ら

れ
る
が
、
八
七
二
年
の
赤
・
青
・
黄
以
上
に
は
さ
が
の
ぼ
る
実
例
を
見
出
し

て
お
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
の
実
証
が
な
け
れ
ば
②
の
四
色
＝
衣
制
四
区
分
が
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法
興
王
制
で
あ
る
こ
と
は
証
明
で
き
ず
、
逆
に
㈲
か
ら
朱
・
紫
二
区
分
で
あ

っ
た
こ
と
も
主
張
で
き
る
。
朱
と
紫
の
区
分
か
ど
こ
に
求
め
ら
れ
た
か
は
不

明
と
す
る
他
な
か
ろ
う
。

　
こ
う
考
え
れ
ば
武
田
氏
が
前
表
に
よ
り
、
衣
と
冠
の
区
分
が
⑤
大
阿
浪
と

⑥
阿
波
の
間
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
身
分
上
の
大
き
な
差
異
を
求
め

ら
れ
、
骨
品
制
に
関
係
づ
け
ら
れ
た
の
は
疑
問
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
ま
た
武
田
氏
は
圓
の
冠
制
記
事
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
錦
冠
・
緋
冠
・
組
緩

の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
組
緩
は
冠
の
付
属
品
の
く
み
ひ

も
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
冠
の
使
用
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
た
。
さ
ら
に
『
日
本
書
紀
』
（
以
下
、
『
書
紀
』
と
略
記
す
る
）
欽
明
五

年
（
五
四
四
）
三
月
条
に
、
「
佐
魯
麻
都
。
雖
是
韓
腹
。
位
居
于
大
連
。
副

日
本
執
事
之
間
。
入
栄
班
貴
盛
之
例
。
而
今
反
着
新
羅
奈
麻
礼
冠
。
即
身
心

帰
附
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
⑨
奈
麻
に
は
奈
麻
の
冠
が
制
定
さ
れ
て
い
た
と

さ
れ
、
こ
の
例
か
ら
み
て
⑥
阿
浪
以
下
に
は
各
官
位
に
そ
れ
ぞ
れ
の
冠
が
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

定
さ
れ
た
と
主
張
し
て
お
ら
れ
る
。

　
　
『
書
紀
』
に
よ
り
奈
麻
の
冠
が
あ
っ
た
こ
と
の
指
摘
は
重
視
す
べ
き
で
あ

る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
を
着
用
し
て
い
た
佐
魯
麻
都
と
い
う
人
物
に
注
目
す
れ

ば
、
き
わ
め
て
重
大
な
別
の
側
面
が
存
在
す
る
。
佐
魯
麻
都
は
前
引
『
書

紀
』
に
［
雖
是
韓
腹
］
と
あ
っ
て
、
こ
の
表
現
は
父
が
倭
人
で
母
が
「
韓
」

人
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
『
書
紀
』
欽
明
四
年
こ
一
月
条
に
は
、
「
河
内

直
・
移
那
斯
・
麻
都
等
。
猶
住
安
羅
」
と
あ
っ
て
、
佐
魯
麻
都
は
安
羅
に
居

住
し
て
い
た
。
外
国
人
の
血
統
を
ひ
き
、
し
か
も
新
羅
王
京
外
の
安
羅
地
方

居
住
者
の
佐
魯
麻
都
が
、
新
羅
に
「
奈
麻
礼
冠
」
の
着
用
を
許
可
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
、
新
羅
の
京
位
制
ひ
い
て
は
骨
品
制
の
理
解
に
重
大
な
影
響
か
あ

ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
武
田
氏
が
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
新
羅
で
は
「
玉
京
人
の
み
が

　
　
　
　
　
　
㈲

京
位
を
持
ち
え
」
、
「
骨
品
制
は
ま
さ
に
王
京
六
部
人
の
み
を
対
象
と
す
る
王

京
身
分
制
度
で
あ
っ
ち
と
い
う
理
解
が
、
従
来
の
共
通
理
解
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
さ
ら
に
武
田
氏
は
、
骨
品
制
は
七
世
紀
中
葉
に
王
京
人
以
外
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

含
み
う
る
、
開
か
れ
た
骨
品
制
へ
変
化
し
た
と
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
佐
魯

麻
都
の
例
に
よ
れ
ば
六
世
紀
中
葉
に
、
地
方
人
に
も
京
位
は
与
え
ら
れ
、
し

た
が
っ
て
開
か
れ
た
骨
品
制
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
ま
た
著
名
な
例
と
し
て
は
、
法
興
王
一
九
年
（
五
三
二
）
新
羅
に
降
伏
し

た
金
官
目
王
の
場
合
が
注
目
さ
れ
る
。
最
後
の
金
官
目
王
の
子
で
あ
る
武
力

は
、
①
伊
伐
浪
の
位
に
つ
い
て
お
り
、
も
し
骨
品
制
と
い
う
身
分
規
制
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
最
高
級
の
身
分
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
か
わ
か
る
。
下
っ
て

文
武
王
代
（
六
六
一
－
六
八
一
）
の
高
句
麗
国
王
孫
の
報
徳
王
安
勝
の
例
も

有
名
で
あ
る
。
『
三
国
遺
事
』
巻
二
に
「
又
伐
高
麗
。
以
其
国
王
孫
還
国
。

置
之
真
骨
位
」
と
あ
り
、
安
藤
は
新
羅
王
族
と
同
じ
真
骨
の
身
分
に
編
入
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
新
羅
に
新
た
に
付
属
し
た
者
を
最
上
位
身
分
に
編

入
し
う
る
こ
と
は
、
た
と
え
骨
品
制
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
単
に
観

念
的
な
規
制
と
し
て
し
か
動
か
ず
、
あ
ま
り
実
効
の
あ
る
身
分
規
制
で
は
な

か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
武
田
氏
の
「
開
か
れ
た

骨
品
制
」
の
概
念
は
理
解
し
が
た
く
、
骨
品
制
が
強
固
な
身
分
規
制
原
理
で

あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
閉
鎖
的
な
社
会
で
の
み
有
効
性
を
保
ち
う
る
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
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以
上
、
㈲
武
m
説
、
㈲
木
村
説
、
㈲
三
池
説
を
検
討
し
て
み
た
。
勿
論
上

述
の
ご
と
き
粗
雑
な
点
検
で
三
説
を
批
判
で
き
た
な
ど
と
は
い
え
な
い
で
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
不
充
分
な
が
ら
、
七
世
紀
中
葉
に
は
骨
品
制
と
い
う
身

分
規
制
が
そ
れ
ほ
ど
強
固
な
規
制
力
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
程
度
の
見
通
し
を
え
る
こ
と
は
で
き
た
と
思
う
。
た
だ
し
こ
の
見
通

し
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
是
非
と
も
次
掲
肉
の
史
料
を
検
討
し

て
お
く
必
要
か
お
る
。

　
㈲
　
『
三
国
史
記
』
列
伝
第
七

　
　
鼎
E
匹
詔
頭
。
亦
新
羅
衣
冠
子
孫
也
。
嘗
与
親
友
四
人
同
会
燕
飲
。
各

　
　
言
其
志
。
詔
頭
日
。
新
羅
用
人
論
骨
品
。
萄
非
其
族
。
雖
有
鴻
才
傑
功
。

　
　
不
能
蹟
越
。
我
願
西
遊
中
華
関
。
奮
不
世
之
略
。
立
非
常
之
功
。
自
致

　
　
栄
路
。
備
唇
紳
剱
佩
。
出
入
天
子
之
側
足
矣
。
武
徳
四
年
辛
巳
。
潜
随

　
　
海
舶
入
唐
。
会
太
宗
文
皇
帝
親
征
高
句
麗
。
自
薦
為
左
武
衛
果
毅
。
至

　
　
遼
東
与
麗
人
戦
駐
眸
山
下
。
深
入
疾
闘
而
死
。
功
一
等
。
（
下
略
）

　
こ
の
史
料
に
つ
い
て
井
上
氏
は
、
新
羅
末
の
時
点
で
の
記
述
で
あ
り
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

れ
か
ら
骨
品
制
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
ら
れ
た
。
木
村
氏
は
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

事
の
内
容
そ
の
も
の
は
事
実
で
あ
る
と
さ
れ
、
武
田
氏
は
骨
品
の
用
語
そ
の

も
の
は
八
世
紀
を
遡
る
も
の
で
は
な
い
が
、
㈲
は
古
伝
に
基
づ
く
根
拠
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

る
も
の
と
い
う
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。

　
㈲
は
『
三
関
史
記
』
列
伝
第
七
の
他
の
伝
に
比
す
る
と
、
冒
頭
部
分
の

　
「
亦
新
羅
衣
冠
子
孫
也
」
と
い
う
書
き
出
し
が
特
異
で
あ
る
。
列
伝
第
七
の

他
の
例
を
み
る
と
、
「
牟
梁
人
也
。
其
父
讃
徳
有
勇
志
英
節
」
（
矣
論
伝
）
、

　
「
白
城
郡
地
山
人
也
。
其
父
沈
那
脂
笞
力
過
人
。
身
軽
且
捷
」
（
素
那
伝
）
、

　
「
沙
梁
人
。
奈
麻
聚
福
之
子
。
史
失
其
姓
」
（
願
徒
伝
）
、
「
沙
梁
人
。
大
奈

麻
都
非
之
子
也
」
（
訥
催
伝
）
、
「
沙
梁
人
。
級
浪
盤
屈
之
子
。
祖
金
春
膳
角

干
」
（
金
令
胤
伝
）
、
「
新
羅
将
軍
品
日
之
千
」
（
官
昌
伝
）
、
「
奈
密
王
八
世
孫

也
。
父
達
福
迪
浪
」
（
金
放
運
伝
）
、
「
史
夫
其
族
姓
」
（
裂
起
伝
）
、
「
不
知
郷

邑
族
姓
」
（
不
寧
子
伝
）
、
「
大
耶
州
人
也
。
父
祁
熱
為
撰
干
」
（
竹
々
伝
）
。

　
「
沙
梁
人
也
。
父
尊
合
阿
浪
」
（
匹
夫
伝
）
、
「
百
済
人
。
仕
為
達
率
」
（
階
伯

伝
）
と
な
っ
て
い
る
。
当
人
の
出
身
地
・
父
の
名
を
記
す
の
が
原
則
で
、
不

明
の
場
合
に
は
「
史
夫
其
族
姓
」
・
「
不
知
郷
邑
族
姓
」
と
明
示
し
、
㈲
の
よ

う
に
「
亦
新
羅
衣
冠
子
孫
也
」
な
ど
と
記
す
例
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
剛
か
他
の
も
の
に
比
し
、
著
し
く
断
片
的
な
記
録
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
骨
品
の
語
が
武
田
氏
も
い
う
よ
う
に
八
世
紀
を
遡
ら

な
い
か
ら
、
㈲
は
「
武
徳
四
年
辛
巳
」
（
六
二
一
年
）
以
降
の
部
分
が
原
史
料

に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
活
躍
理
由
を
記
し
た
そ
れ
以
前
の
部
分
は
八
世
紀
以

降
の
増
補
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
㈲
全
休
と
し
て
は
井
上
氏
の
指
摘
に
従
い
、

骨
品
制
の
史
料
と
み
な
い
方
が
よ
か
ろ
う
。

　
　
O
　
七
世
紀
中
葉
の
新
羅
の
外
位
制

　
史
料
㈲
の
蒔
厠
頭
が
新
羅
を
見
捨
て
て
唐
王
朝
の
も
と
で
の
活
躍
を
期
そ

う
と
し
た
理
由
は
、
骨
品
制
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
骨
品
制
に
よ

く
似
た
個
人
の
出
世
を
阻
害
す
る
制
度
に
外
位
制
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
で
に
史
料
剛
に
み
た
一
七
等
の
官
位
は
「
京
位
」
と
よ
ば
れ
、
こ
れ
と
は

別
の
外
位
と
よ
ば
れ
る
官
位
系
列
が
あ
っ
た
。
末
松
保
和
氏
は
「
京
位
は
新

羅
プ
ロ
パ
ー
人
に
、
外
位
は
他
国
人
・
他
部
落
人
に
与
へ
る
位
階
で
あ
っ
た

180 －
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と
思
は
れ
る
。
か
や
う
な
自
他
内
外
を
区
別
す
る
位
階
制
度
が
、
既
に
六
世

紀
後
半
代
に
一
応
成
立
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
新
羅
の
国
家
的
・
社
会
的
発
展

の
保
守
的
傾
向
と
、
同
時
に
階
級
的
傾
向
の
、
よ
き
あ
ら
は
れ
で
あ
る
。
新

羅
は
か
か
る
自
他
内
外
を
区
別
す
る
制
度
と
機
構
に
よ
っ
て
、
次
々
に
新
ら

し
い
人
物
、
新
ら
し
い
土
地
を
包
摂
し
て
行
っ
た
の
で
あ
ら
侃

れ
た
。

　
三
池
賢
一
氏
は
「
遅
く
と
も
、
五
九
一
年
以
前
に
は
外
位
は
完
成
し
て
い

几
と
み
て
よ
か
ろ
う
」
と
さ
れ
、
既
述
の
京
位
の
三
区
分
説
に
よ
り
、
干
群

示
位
を
六
世
紀
初
頭
以
前
、
　
m
a
i
．
系
京
位
を
真
興
王
二
二
年
（
五
六
一
）
以

則
、
雑
類
京
位
を
真
平
王
一
六
年
（
五
九
四
）
以
前
の
成
立
と
し
、
こ
れ
ら

と
外
位
の
関
係
を
考
え
て
お
ら
れ
る
。
三
池
氏
は
外
位
を
干
群
外
位
（
ロ

獄
干
・
ぼ
述
干
・
ぼ
高
干
・
引
貴
干
・
官
撰
干
・
ぶ
上
平
・
卵
子
）
と
非
干

群
外
位
（
ぶ
一
伐
・
ぼ
一
尺
・
引
彼
日
・
回
阿
尺
）
に
分
け
、
干
群
外
位
は

ｎ
ａ
ｒ
系
京
位
と
、
非
干
群
外
位
は
雑
類
京
位
と
、
そ
の
成
立
時
期
を
ほ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

同
じ
く
す
る
と
さ
れ
た
。
三
池
氏
の
京
位
の
段
階
的
成
立
論
に
つ
い
て
は
、

武
田
氏
の
批
判
が
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
三
池
説
が
成
立
し
う
る
と
は
云
え
な

い
状
況
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
成
立
年
次
に
つ
い
て
は
別
に
し
て
、
外

位
が
千
群
と
非
干
群
に
分
れ
、
干
群
外
位
は
地
方
村
落
の
首
長
階
層
に
、
非

千
群
外
位
は
各
首
長
の
被
支
配
階
層
に
与
え
ら
れ
た
、
と
さ
れ
た
点
は
従
う

べ
き
も
の
と
み
て
お
き
た
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
外
位
と
は
、
新
羅
か
新
た
に
獲
得
し
た
地
域
を
領
土
と
し

て
編
入
・
支
配
す
る
に
あ
た
っ
て
、
旧
来
の
そ
の
地
の
支
配
者
に
干
群
外
位

を
与
え
、
旧
支
配
者
に
服
属
し
て
い
た
在
地
の
有
力
者
に
非
干
群
外
位
を
与

え
、
京
位
を
持
つ
新
羅
中
央
権
力
者
集
団
の
も
と
に
、
官
僚
と
し
て
結
集
さ

せ
る
た
め
の
制
度
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
外
位
の
機
能
は
、
末
松
氏
の
理
解
に
よ
る
新
羅
の
六
部
制
と

類
似
し
て
い
る
。
末
松
氏
は
六
部
の
う
ち
限
部
に
つ
い
て
は
Ｔ
腺
は
新
羅
プ

ロ
パ
ー
、
辰
韓
斯
廬
目
を
意
味
１
　
９
し
、
沙
腺
部
の
「
沙
は
。
新
”
の
義
の
新

羅
語
」
で
あ
り
同
時
に
沙
梁
伐
目
（
沙
伐
国
）
を
指
し
、
本
彼
部
の
本
彼
は

伴
破
国
を
指
し
、
三
五
〇
年
代
に
沙
梁
伐
国
を
併
合
し
て
沙
腺
部
が
、
五
一

四
年
以
降
遠
が
ら
ぬ
頃
に
伴
破
国
を
併
合
し
て
本
彼
部
が
成
立
し
た
と
さ
れ

る
。
つ
ま
り
新
羅
の
領
土
編
入
に
応
じ
て
、
各
当
該
地
域
を
部
と
し
て
支
配

し
た
こ
と
に
な
る
。
末
松
氏
は
「
六
世
紀
後
半
代
に
於
て
、
す
で
に
京
位
と

外
位
が
出
来
て
居
だ
（
中
賂
）
と
す
れ
ば
、
た
と
へ
部
名
を
有
す
る
こ
と
と
、

京
位
を
有
す
る
こ
と
が
、
表
裏
の
関
係
を
な
す
事
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

時
代
は
す
で
に
”
位
”
の
時
代
で
あ
っ
て
、
”
部
”
の
制
は
、
一
時
代
前
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糾

も
の
と
な
っ
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
」
と
さ
れ
、
「
新
羅
人
が
公
式
の
名
乗

り
に
部
名
を
用
ひ
だ
の
は
、
六
八
一
年
の
頃
、
即
ち
七
世
紀
末
頃
ま
で
で
あ

　
　
　
　
叫

る
ら
し
い
」
と
さ
れ
た
。

　
史
料
上
で
の
外
位
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
三
池
氏
が
論
及
し
て
お
ら
れ
、

碑
文
と
し
て
は
昌
寧
巡
狩
碑
（
五
六
一
年
）
に
②
述
千
加
み
え
、
戊
戌
諭
作

碑
（
五
七
八
年
）
・
南
山
新
城
碑
（
五
九
一
年
）
に
は
官
貴
干
・
ぷ
撰
干
・
砂

上
干
・
⑦
干
・
⑧
一
伐
・
⑨
一
尺
・
⑨
阿
尺
の
み
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

　
　
㈲

い
る
。
下
限
が
『
三
回
史
記
』
雑
志
第
九
職
官
下
に
み
え
る
文
武
王
一
四
年

　
（
六
七
四
）
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
確
実
な
上
限
を
五
六
一

年
に
、
下
限
を
六
七
四
年
に
求
め
る
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
う
。
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こ
の
間
に
あ
っ
て
外
位
制
度
上
重
大
な
変
化
が
萎
徳
王
一
一
年
（
六
四
二
）

頃
に
出
現
し
て
い
る
。
『
三
国
史
記
』
列
伝
第
七
の
竹
々
伝
に
み
ら
れ
る
、

　
「
竹
々
。
大
耶
州
人
也
。
父
部
熱
為
撰
干
。
善
徳
王
時
為
舎
知
。
佐
大
耶
城

都
督
金
品
釈
憧
下
」
と
い
う
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。
竹
々
の
父
は
⑤
撰
干
と

い
う
外
位
を
有
す
る
人
物
で
あ
る
が
、
竹
々
自
身
は
善
徳
王
代
（
六
三
二
－

六
四
七
）
に
⑩
舎
知
と
京
位
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
三
池
氏
は
こ
の
外
位
対

象
者
へ
の
京
位
授
与
の
理
由
を
、
地
方
勢
力
の
政
局
進
出
と
六
部
出
身
階
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細

　
（
中
央
権
力
者
集
団
）
の
地
方
村
落
移
住
・
土
着
に
求
め
て
お
ら
れ
る
。
大

局
的
に
は
三
池
氏
の
よ
う
に
評
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
地
方
勢
力
の
側

に
焦
点
を
あ
て
て
考
え
れ
ば
、
外
位
対
象
者
（
地
方
勢
力
）
の
京
位
保
持
者

　
（
中
央
権
力
者
集
団
）
へ
の
闘
争
の
結
果
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
過

程
に
す
で
に
み
た
㈲
の
前
頭
頭
の
例
の
よ
う
に
、
新
羅
政
治
制
度
へ
の
絶
望

者
を
も
生
み
出
し
た
と
も
い
え
よ
う
。
や
が
て
三
池
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

よ
う
に
、
文
武
王
一
四
年
（
六
七
四
）
に
外
位
の
京
位
へ
の
転
換
基
準
が
定

　
　
　
倒

め
ら
れ
、
外
位
と
京
位
の
矛
盾
は
解
消
の
方
向
に
向
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
外
位
を
理
解
す
れ
ば
、
外
位
は
六
世
紀
中
葉
に
新
羅
の
新

獲
得
領
域
に
対
す
る
革
新
的
な
支
配
方
法
と
し
て
創
出
さ
れ
た
が
、
七
世
紀

前
半
に
は
地
方
勢
力
の
中
央
進
出
の
阻
害
要
因
に
転
化
し
、
地
方
勢
力
と
中

央
権
力
の
矛
盾
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
り
、
七
世
紀
後
半
に
は
次
第
に
消
滅

す
る
方
向
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
七
世
紀
中
葉
の
新
羅
の
国
内
の
動
向
と

し
て
、
中
央
権
力
者
（
慶
州
門
閥
貴
族
）
と
地
方
勢
力
の
激
し
い
対
立
の
あ

っ
た
こ
と
は
、
既
に
井
上
秀
雄
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
加
、
外
位
制

度
に
も
そ
れ
が
具
体
的
に
表
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
目
　
七
世
紀
中
葉
の
新
羅
の
軍
事
状
況

　
前
項
に
み
た
よ
う
に
七
世
紀
中
葉
に
新
羅
が
、
中
央
権
力
者
集
団
と
地
方

勢
力
と
の
開
に
厳
し
い
対
立
を
抱
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
直
接
に
軍

事
面
に
も
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。
諸
先
学
の
業
績
に
よ
り
な
が
ら
新
羅
の

軍
制
に
つ
い
て
考
え
、
ど
の
よ
う
な
具
林
相
を
示
し
て
い
る
か
を
み
て
お
き

た
い
。
軍
制
に
関
し
て
参
照
し
え
た
諸
業
績
は
、
末
松
保
和
昌
・
井
上
秀
雄

閤
　
　
　
　
　
叫
　
　
　
　
　
㈲
　
　
　
　
　
　
岫

氏
・
李
基
白
氏
・
李
成
市
氏
・
武
田
幸
男
氏
の
も
の
で
あ
る
か
、
こ
の
分
野

の
業
績
は
比
較
的
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
末
松
氏
は
新
羅
軍
制
全
般
に
わ
た
る
基
礎
的
な
研
究
を
行
な
わ
れ
、
王
京

軍
＝
九
誓
憧
と
地
方
軍
上
ハ
停
・
一
〇
停
・
五
州
誓
に
つ
い
て
、
そ
の
所
在

地
・
創
設
年
次
を
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

○
王
京
軍
＝
九
誓
憧

緑
衿
誓
挫
〔
旧
名
は
誓
挫
＝
五
八
三
年
〕
六
七
二
年
以
降
に
改
称
／
紫
衿

誓
憧
〔
旧
名
は
郎
憧
上
〈
二
五
年
〕
六
七
七
年
改
称
／
白
衿
誓
憧
〔
百
済

人
に
よ
り
編
成
〕
六
七
二
年
／
緋
衿
1
　
憧
〔
旧
名
は
長
槍
憧
土
八
七
二
年
〕

六
九
三
年
改
称
／
黄
衿
誓
憧
〔
高
翔
麗
人
に
よ
り
編
成
〕
六
八
三
年
／
黒

衿
1
　
憧
〔
蒜
別
人
に
よ
り
編
成
〕
六
八
三
年
／
碧
衿
誓
憧
・
赤
衿
誓
憧
〔
報

徳
城
民
上
高
句
麗
遊
民
に
よ
り
編
成
〕
六
八
六
年
／
青
衿
誓
挫
〔
百
済
遺

民
に
よ
り
編
成
〕
六
八
七
年

○
地
方
軍
＝
六
停

大
憧
（
王
京
近
傍
）
五
四
四
年
以
前
／
貴
憧
（
不
明
）
不
明
年
－
上
州
停
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（
沙
伐
州
）
五
五
二
年
↓
六
七
三
年
貴
憧
と
上
州
停
を
合
併
し
貴
翰
と
名

付
く
／
漢
山
停
（
新
州
）
五
五
三
年
／
牛
首
停
（
比
列
忽
州
）
五
五
六
年

／
河
西
停
（
悉
直
州
）
六
三
九
年
／
完
山
停
（
下
州
）
五
五
五
年

○
地
方
軍
＝
一
〇
停
、
創
立
年
次
不
明
で
あ
る
が
、
五
四
四
年
に
は
一
な

い
し
数
停
が
置
か
れ
た
。

音
里
火
停
（
尚
州
青
賤
県
）
／
古
良
夫
里
停
（
熊
州
貴
正
県
）
／
居
斯
勿
停

（
全
州
青
雄
県
）
／
参
良
火
停
（
良
州
玄
談
県
）
／
召
参
停
（
康
州
玄
武
県
）

／
未
多
夫
里
停
（
武
州
玄
雄
県
）
／
南
川
停
（
淡
州
黄
武
県
）
／
骨
乃
斤
停

　
（
漢
州
黄
賤
県
）
／
伐
力
川
停
（
朔
州
緑
醗
県
）
／
伊
火
号
停
（
涙
州
緑
武

県
）

○
地
方
軍
＝
五
州
誓

1
　
州
誓
（
否
州
）
六
八
五
年
／
完
山
州
誓
（
完
山
州
）
六
八
五
年
／
漢
山

州
誓
（
漢
山
州
）
六
八
五
年
以
降
／
牛
首
州
誓
（
牛
首
州
）
六
八
五
年
以

降
／
河
西
州
誓
（
河
西
州
）
六
八
五
年
以
降

　
末
松
氏
は
三
種
類
の
地
方
軍
に
つ
い
て
、
六
停
は
六
八
五
年
以
後
は
そ
の

機
能
か
停
滞
期
に
入
り
、
統
一
新
羅
の
九
州
の
地
区
区
分
以
降
は
I
〇
停
・

五
州
誓
の
時
代
で
あ
り
、
ま
た
六
停
は
騎
兵
関
係
が
弱
体
で
、
一
〇
停
・
五

州
誓
の
特
長
は
騎
兵
に
あ
る
、
と
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
井
上
氏
の
業
績
は
軍
制
の
組
織
面
に
重
点
か
お
り
、
そ
の
限
り
で
重
要
な

碩
摘
も
多
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
点
は
省
略
し
た
い
。
末
松
氏
と
の
関

達
で
い
え
ば
、
六
停
を
I
〇
停
・
五
州
誓
・
圖
衿
輸
を
含
む
最
大
の
軍
団
で

あ
り
、
九
誓
瞳
と
共
に
二
大
中
央
軍
団
と
み
る
点
が
相
違
し
て
い
る
。
さ
ら

に
井
上
氏
は
、
村
落
を
基
盤
と
し
て
村
落
内
で
貴
族
と
無
関
係
な
者
が
強
制

的
に
徴
兵
さ
れ
て
州
兵
を
形
成
し
、
貴
族
と
関
係
の
あ
る
者
は
貴
族
を
憧
主

と
し
て
部
隊
を
形
成
し
た
と
さ
れ
、
「
常
に
新
羅
軍
の
中
核
を
な
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

の
は
貴
族
の
私
兵
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
李
基

白
氏
も
私
兵
の
存
在
に
注
目
し
て
お
ら
れ
る
が
、
七
六
五
年
以
降
の
考
察
が

主
で
あ
る
。
ま
た
李
成
市
氏
は
六
停
の
実
態
は
常
備
軍
で
は
な
く
、
極
め
て

臨
時
的
な
軍
団
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。

　
武
田
氏
は
井
上
氏
が
提
示
し
た
法
憧
軍
団
に
つ
い
て
、
井
上
説
を
批
判
的

に
継
承
発
展
さ
れ
た
。
武
田
氏
に
よ
れ
ば
、
法
憧
軍
団
は
六
世
紀
初
頭
か
ら

七
世
紀
後
半
の
統
一
新
羅
成
立
ま
で
の
間
の
、
い
わ
ゆ
る
中
古
新
羅
の
軍
事

力
を
代
表
す
る
軍
団
で
あ
る
。
法
憧
軍
団
に
属
す
る
憧
に
は
、
百
官
憧
・
軍

師
瞳
・
獅
子
衿
瞳
・
京
余
甲
瞳
・
小
京
余
甲
憧
・
外
余
甲
憧
・
余
甲
憧
・
外

法
憧
・
弩
瞳
・
雲
梯
憧
・
衝
憧
・
石
投
憧
か
お
り
、
百
官
憧
は
京
官
司
守
衛

の
任
務
を
も
ち
、
軍
師
憧
・
獅
子
衿
憧
は
自
立
的
な
軍
団
、
弩
憧
以
下
の
四

憧
は
攻
撃
用
武
器
を
操
作
す
る
軍
団
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
除
い
た
以
外
の
瞳

が
法
憧
の
典
形
的
存
在
で
あ
る
、
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
京
余
甲
瞳
＝
余
甲
憧

と
す
る
井
上
説
を
認
め
、
外
余
甲
輸
＝
外
法
憧
と
さ
れ
、
法
憧
軍
団
に
は
京

・
小
京
・
外
の
三
種
類
の
余
甲
憧
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
三
種
類
の
う
ち
京
・
外
の
二
つ
の
余
甲
憧
の
軍
官
は
、
法
瞳
主
・
法
憧
監

・
法
憧
火
尺
・
法
瞳
頭
上
・
法
憧
畔
主
か
ら
な
り
、
小
京
余
甲
憧
は
火
尺
・

頭
上
・
卵
主
を
欠
く
か
、
こ
れ
は
小
京
が
地
方
の
文
化
的
中
心
た
る
こ
と
に
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よ
る
と
さ
れ
た
。
な
か
で
も
外
余
甲
嶮
の
憧
主
・
憧
監
が
各
五
二
人
、
火
尺

・
頭
上
か
約
二
倍
の
各
一
〇
二
人
、
賜
主
が
約
六
倍
の
三
〇
六
人
で
あ
る
こ

と
に
注
目
さ
れ
、
基
本
数
の
五
二
が
『
梁
書
』
新
羅
伝
の
「
普
通
二
年
。

（
中
略
）
国
有
六
啄
評
・
五
十
二
邑
勒
」
の
五
二
に
一
致
す
る
か
ら
、
邑
勒

は
法
憧
軍
団
の
駐
在
地
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
五
二
邑
勒
は
普
通

二
年
（
五
二
回
当
時
の
新
羅
領
（
ほ
ぼ
辰
韓
を
安
定
的
領
土
と
し
、
北
方

a
高
句
麗
・
滅
方
面
と
西
方
＝
百
済
方
面
に
領
土
的
拡
張
を
行
な
っ
た
特
殊

地
帯
と
が
ら
な
る
）
の
安
定
的
領
土
の
郡
県
総
数
に
一
致
す
る
と
い
わ
れ
る
。

　
ま
た
武
田
氏
は
外
余
甲
嶮
の
構
造
に
つ
い
て
も
考
察
さ
れ
、
王
京
か
ら
派

遣
さ
れ
た
王
京
人
で
あ
る
憧
主
が
、
数
村
の
在
地
有
力
者
を
掌
握
し
、
彼
ら

を
通
じ
て
当
該
各
村
の
農
民
を
徴
発
・
駆
使
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

構
造
を
持
つ
法
憧
軍
団
は
五
一
六
年
頃
に
創
設
さ
れ
た
と
み
て
お
ら
れ
る
。

以
上
の
武
田
氏
の
見
解
は
充
分
に
承
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
新
羅
で
は
五
一
六
年
頃
に
は
、
そ
の
安
定
的
領
土
か
ら
大
量

の
農
民
兵
士
を
徴
発
で
き
る
機
構
が
完
成
し
た
。
こ
う
し
て
徴
発
さ
れ
た
大

量
の
兵
士
が
、
新
羅
が
東
海
岸
ぞ
い
に
高
翔
麗
二

五
五
〇
年
に
は
百
済
東
北
方
を
領
有
し
て
西
海
岸
へ
達
し
、
五
六
二
年
に
は

洛
東
江
流
域
を
領
有
す
る
な
ど
、
き
わ
め
て
大
規
模
な
領
土
拡
大
の
原
動
力

と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
領
土
的
拡
大
に
と
も
な
い
、
新
た
に
大
憧

　
（
六
停
）
が
創
設
さ
れ
る
が
、
大
憧
の
所
在
地
は
王
京
周
辺
で
あ
り
、
貴
憧

　
・
上
州
停
の
一
部
分
も
、
京
余
甲
憧
・
外
余
甲
憧
と
重
複
し
た
可
能
性
が
強

　
い
。
法
憧
創
設
と
大
憧
創
設
の
間
は
三
〇
年
程
度
の
差
し
か
な
く
、
両
者
の

　
組
織
原
理
に
ど
れ
は
ど
の
差
違
が
認
め
ら
れ
る
か
は
疑
問
で
あ
り
、
か
え
っ

て
単
な
る
量
的
拡
大
に
す
ぎ
な
い
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
ひ
る
か
え
っ
て
法
鰯
軍
団
（
外
余
甲
幡
）
の
構
造
を
考
え
て
み
る
と
、
こ

の
軍
団
が
中
央
（
王
京
）
か
ら
派
遣
さ
れ
た
軍
官
と
、
在
地
の
有
力
者
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
軍
官
が
上
下
関
係
に
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
在
地
有

力
者
と
兵
士
と
し
て
徴
発
さ
れ
る
農
民
は
共
同
体
的
な
密
接
な
関
係
を
有
す

る
か
ら
、
中
央
派
遣
の
軍
官
は
形
式
的
な
指
揮
権
は
掌
握
で
き
た
と
し
て
も
、

実
質
的
に
は
在
地
有
力
者
の
動
向
に
左
右
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

大
量
の
兵
士
の
徴
発
が
可
能
で
あ
っ
た
点
で
は
画
期
的
な
法
憧
軍
団
（
外
余

甲
憧
）
は
、
基
本
的
な
弱
点
と
し
て
在
地
有
力
者
の
動
向
に
左
右
さ
れ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
『
三
国
史
記
』
列
伝
第
七
葵
論
伝
に
、
建
福
二
八
年
（
六
一
こ
の
新
羅

椴
岑
城
を
め
ぐ
る
百
済
と
の
戦
闘
が
み
え
る
。
新
羅
は
上
州
・
下
州
・
新
州

　
（
六
停
軍
団
）
の
兵
を
動
員
し
た
が
、
勝
敗
を
決
す
る
こ
と
な
く
引
き
あ
げ

た
。
椴
岑
城
主
の
譜
徳
は
「
三
州
軍
帥
見
敵
強
不
進
。
城
危
不
救
。
是
無
義

也
」
と
憤
っ
て
士
卒
に
語
っ
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
『
同
』
列
伝
第
七
訥
催
伝

に
は
建
福
四
一
年
（
六
二
四
）
百
済
に
よ
る
新
羅
速
含
等
六
城
攻
撃
に
、
新

羅
は
上
州
・
下
州
・
貴
鰯
（
六
停
軍
団
）
、
法
鰯
、
1
　
憧
（
王
京
軍
）
を
派

遣
し
た
こ
と
が
み
え
る
。
新
羅
の
五
軍
は
「
既
到
見
百
済
兵
陣
堂
々
鋒
不
可

当
。
盤
桓
不
進
」
と
い
う
状
況
で
、
「
或
立
議
日
。
大
王
以
五
軍
委
之
諸
将
。

国
之
存
亡
在
此
一
役
。
兵
家
之
言
日
。
見
可
而
進
。
知
難
而
退
。
今
強
敵
在

前
。
不
以
好
謀
而
直
進
。
万
一
有
不
如
意
。
則
悔
不
可
辺
」
と
い
う
こ
と
で
、

　
「
将
佐
皆
為
然
」
し
た
が
、
「
而
業
已
受
命
出
師
。
不
得
徒
還
」
の
た
め
に
、

　
「
先
是
国
家
欲
築
奴
珍
等
六
城
而
未
座
。
遂
於
其
地
築
畢
而
帰
」
と
全
く
別
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の
仕
事
を
し
た
だ
け
で
引
き
あ
げ
た
。

　
こ
の
二
例
は
井
上
氏
に
よ
っ
て
州
兵
の
弱
体
・
不
信
頼
の
例
と
し
て
数
え

ら
れ
て
い
る
が
、
州
兵
の
弱
体
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
制
度
上
の
弱
点
で
あ
ろ

う
。
こ
う
し
た
制
度
的
な
弱
点
を
補
正
す
る
た
め
に
は
、
在
地
有
力
者
を
頂

点
と
す
る
部
隊
編
成
を
行
な
う
こ
と
と
、
そ
れ
ら
在
地
有
力
者
に
中
央
軍
官

職
を
開
放
す
る
こ
と
か
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
中
央
（
王

京
）
権
力
者
の
特
権
を
縮
少
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
き
わ
め
て
困
難
が
予
想
さ
れ

る
。
前
項
で
み
た
外
位
対
象
者
（
地
方
居
住
有
力
者
）
へ
の
京
位
授
与
は
、

こ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
『
三
国
史
記
』
列
伝
第
七
竹
々
伝
に
は
、
善
徳
王
一
一
年
（
六
四
二
）
の

百
済
と
新
羅
の
新
羅
大
耶
城
を
め
ぐ
る
戦
闘
記
事
か
お
る
。
大
耶
城
に
は
中

央
か
ら
都
督
金
品
釈
が
派
遣
さ
れ
て
着
任
し
て
お
り
、
そ
の
佐
の
西
川
も
王

京
人
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
李
成
市
氏
は
こ
の
二
人
が
下
州
停
の
所
在
地

で
も
あ
っ
た
大
耶
城
の
、
軍
事
的
な
指
揮
権
を
掌
握
し
た
と
み
て
お
ら
れ
る

が
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
二
人
の
下
に
幕
客
跡
日
・
舎
知
竹
々
・
1
　
知
竜

石
ら
が
い
た
が
、
竹
々
は
「
大
耶
州
人
」
と
明
記
さ
れ
た
在
地
有
力
者
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

竜
石
・
幹
日
も
同
様
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
跡
日
・
竹
々
・
竜
石

の
三
人
は
す
べ
て
⑩
舎
知
と
い
う
京
位
を
持
っ
て
い
る
。
竹
々
は
善
徳
王
代

　
（
六
三
二
I
六
四
七
）
に
舎
知
と
な
り
、
彼
の
父
は
⑤
撰
干
と
い
う
外
位
を

持
っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

　
百
済
が
大
耶
城
を
攻
撃
す
る
よ
り
先
に
、
品
釈
は
幕
客
の
幹
目
の
「
妻
有

色
」
を
見
て
こ
れ
を
奪
っ
た
た
め
に
、
百
済
の
攻
撃
加
開
始
さ
れ
る
と
幹
日

は
こ
れ
に
内
応
し
た
。
あ
り
ふ
れ
た
逸
話
の
一
典
形
で
あ
る
が
、
背
後
に
当

時
の
中
央
権
力
者
集
団
と
在
地
有
力
者
集
団
の
相
剋
の
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
ど
の
地
方
で
も
同
様
の
事
態
が
出
現
す
る
可
能
性
が
強
か
っ
た
と
い

え
よ
う
。
在
地
有
力
者
が
き
わ
め
て
強
い
自
立
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
。

こ
の
後
の
大
耶
城
内
の
動
向
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
西
川
の
勧
め
に
よ
っ
て

品
釈
は
百
済
へ
の
投
降
を
決
定
す
る
が
、
投
降
し
た
士
卒
が
百
済
に
全
員
殺

害
さ
れ
た
の
を
問
き
、
妻
子
を
殺
し
て
自
か
ら
も
自
刎
す
る
。
竹
々
は
残
卒

を
集
め
て
抗
戦
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
竜
石
は
竹
々
に
「
今
兵
勢
如
此
。
必

不
得
全
。
不
若
生
降
以
図
後
敗
」
と
云
っ
た
。
竹
々
は
「
君
言
当
矣
」
と
答

え
な
が
ら
も
、
「
豊
可
畏
死
而
生
降
乎
」
と
力
戦
し
て
、
竜
石
も
共
に
戦
死

し
た
。
竹
々
は
投
降
し
よ
う
と
す
る
品
釈
に
「
百
済
反
覆
之
両
。
不
可
信

也
」
と
述
べ
て
お
り
、
竹
々
の
百
済
に
対
す
る
不
信
感
が
彼
の
力
戦
す
る
原

囚
で
あ
り
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
竜
石
に
「
君
言
当
矣
」
と
語
っ
て
い
る
よ
う

に
、
竜
石
と
共
に
百
済
に
降
伏
し
た
可
能
性
が
強
い
。
新
羅
の
在
地
有
力
者

韻
の
極
め
て
強
い
自
立
性
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
新
羅
の
国
家
的
危
機
状
況

か
う
か
が
え
る
。

　
　
四
　
七
既
紀
中
葉
の
高
句
麗
・
百
済

　
新
羅
に
比
す
れ
ば
百
済
・
高
旬
麗
は
史
料
的
制
約
が
強
い
。
朝
鮮
三
国
の

国
家
・
社
会
に
つ
い
て
の
近
時
の
代
表
的
な
見
解
を
み
る
と
、
そ
の
社
会
的

な
共
通
性
と
国
家
機
構
と
し
て
の
独
自
性
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
山
尾
幸
久
氏
は
「
六
世
紀
後
半
な
い
し
七
世
紀
前
半
の
、
朝
鮮
三
回

の
コ
フ
ル
の
制
度
に
は
、
直
接
生
産
者
の
再
生
産
過
程
へ
の
、
王
制
と
し
て

実
現
し
て
い
る
公
権
の
介
入
は
認
め
ら
れ
ず
、
法
や
国
家
に
依
存
せ
ず
自
律

-
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（

的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
コ
フ
ル
ー
フ
ル
の
現
実
的
生
産
関
係
を
解
体
せ
ず
、

現
実
の
村
落
と
家
族
を
承
認
し
、
在
地
首
長
の
処
遇
に
三
国
各
々
偏
差
は
あ

る
が
多
か
れ
少
な
か
れ
上
豪
を
介
し
て
一
方
的
に
、
王
都
居
住
の
貴
族
集
団

が
地
方
農
民
の
労
働
力
そ
の
も
の
を
収
奪
し
、
実
力
強
化
と
い
う
政
治
目
的

に
そ
っ
て
結
合
し
指
令
す
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
鬼
頭
清
明

氏
は
高
句
麗
王
権
の
不
安
定
さ
官
僚
機
構
の
未
発
達
を
指
摘
さ
れ
、
T
』
の

よ
う
な
王
権
の
不
安
定
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
句
麗
社
会
が
強
固
な
結
合

力
を
も
ち
、
七
世
紀
の
隋
唐
の
両
度
の
侵
略
に
対
し
て
、
強
い
抵
抗
力
を
も

っ
て
い
た
の
は
、
そ
の
共
同
体
的
結
合
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ね
ば

　
　
　
　
帥

な
ら
な
い
」
と
さ
れ
、
「
百
済
の
権
力
は
韓
族
社
会
と
い
う
異
質
な
在
地
の

共
同
体
的
社
会
の
上
に
浮
ん
だ
征
服
王
朝
で
あ
っ
て
、
在
地
の
韓
族
社
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

対
し
孤
立
し
て
い
た
」
と
さ
れ
、
「
新
羅
は
六
世
紀
段
階
で
は
王
権
も
弱
く
、

共
同
体
的
諸
関
係
が
強
固
に
の
こ
っ
て
お
り
、
和
白
会
議
も
強
い
権
力
を
も

っ
て
い
た
↓
が
「
六
世
紀
の
新
羅
は
慶
州
門
閥
貴
族
の
強
い
勢
力
の
上
に
立

っ
て
領
域
拡
大
が
す
す
め
ら
れ
た
が
、
新
た
な
領
域
の
増
加
と
と
も
に
、
旧

共
同
体
の
動
揺
も
深
ま
り
、
軍
事
的
に
も
政
治
的
に
も
拡
大
し
た
地
域
を
掌

握
し
て
お
く
た
め
に
は
、
新
し
い
行
政
機
構
を
必
要
と
し
か
と
い
わ
れ
、

　
「
百
済
は
漢
城
か
ら
熊
津
へ
、
熊
津
か
ら
泗
泌
へ
と
都
が
南
下
し
て
い
く
に

対
応
し
て
、
南
方
に
お
け
る
新
し
い
支
配
領
域
を
う
な
が
す
と
と
も
に
、
百

済
政
権
の
支
配
者
と
し
て
の
孤
立
は
、
依
然
と
し
て
再
生
産
さ
れ
っ
づ
け
た

　
　
　
　
卿

の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
武
田
幸
男
氏
は
「
三
国
の
領
域
統
治
は
み
な

自
然
発
生
的
な
村
落
共
同
体
を
基
底
に
も
ち
、
そ
れ
を
集
積
し
て
統
治
組
織

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
場
合
、
い
ず
れ
の
国
家
に
お
い
て
も
支
配

者
共
同
体
と
し
て
の
王
京
と
、
そ
れ
以
外
の
地
方
と
の
区
別
に
と
く
に
注
意

を
は
ら
い
、
対
立
・
抗
争
の
激
化
し
た
当
時
の
国
際
環
境
の
せ
い
も
あ
っ
て
、

そ
こ
に
は
軍
事
的
な
統
治
組
織
の
編
成
と
い
う
こ
と
が
共
通
し
た
課
題
と
な

っ
た
。
だ
が
そ
の
具
体
的
な
展
開
に
お
い
て
は
、
高
旬
麗
で
は
王
都
の
五
部

と
外
方
の
五
方
、
新
羅
で
は
王
都
の
六
部
と
外
方
の
州
郡
制
な
ど
、
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

れ
特
色
あ
る
統
治
体
制
を
形
成
し
た
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
鬼
頭
氏
の
見
解
は
や
や
趣
き
を
具
に
す
る
が
、
諸
氏
は
一
致
し
て
在
地
に

お
け
る
自
然
発
生
的
な
共
同
体
の
強
囚
な
存
在
を
承
認
し
て
お
ら
れ
る
。
つ

ま
り
そ
れ
ら
共
同
休
の
首
長
で
あ
る
在
地
有
力
者
を
、
三
回
が
い
か
に
自
己

の
権
力
の
内
部
に
組
み
こ
む
か
が
、
各
国
の
課
題
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
各
国

の
強
弱
を
決
定
す
る
m
要
な
要
囚
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
古
よ
う
。
前

節
ま
で
に
み
た
と
こ
ろ
で
は
、
新
羅
の
外
位
制
度
は
少
な
く
と
も
真
興
王
代

　
（
五
四
〇
－
五
七
六
）
の
未
曽
有
の
領
土
拡
大
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
在
地
有
力
者
と
中
央
権
力
者
集
団
と
の
矛
盾
は
七
世
紀
前
半
に

は
顕
在
化
し
、
善
徳
王
代
（
六
三
二
I
六
四
七
）
に
は
外
位
対
象
者
に
京
位

を
授
余
す
る
と
い
う
形
で
、
そ
れ
を
止
揚
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
新

催
と
同
様
の
社
会
構
造
を
持
つ
以
上
、
百
済
・
高
句
麗
に
も
新
羅
外
位
制
度

に
見
合
う
よ
う
な
制
度
の
存
在
が
予
想
で
き
る
。
果
し
て
百
済
・
高
句
麗
に

そ
の
上
う
な
制
度
が
存
在
し
た
か
と
う
か
を
調
べ
て
み
た
い
。

　
高
句
麗
の
官
位
制
に
つ
い
て
武
田
氏
は
、
「
お
そ
く
と
も
二
世
紀
に
認
め

ら
れ
る
十
等
の
初
期
官
位
制
を
起
点
と
し
、
四
世
紀
ご
ろ
に
新
展
開
を
み
せ

た
十
三
等
の
官
位
制
の
段
階
を
経
て
、
そ
の
体
系
は
そ
の
ま
ま
滅
亡
時
ま
で

た
ど
る
こ
と
が
で
き
ふ
ご
と
概
括
さ
れ
た
。
官
位
制
そ
の
も
の
は
武
田
氏
も
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い
わ
れ
る
ご
と
く
、
古
代
君
主
を
頂
点
と
す
る
個
人
的
身
分
制
度
で
あ
り
、

国
家
の
基
本
的
な
個
人
的
身
分
の
秩
序
体
系
で
あ
る
こ
と
は
異
論
が
な
か
ろ

う
。
一
般
的
に
い
っ
て
共
同
体
的
関
係
の
強
い
原
始
・
古
代
社
会
に
あ
っ
て

は
、
か
か
る
個
人
的
身
分
制
度
は
前
進
あ
る
い
は
後
退
を
く
り
か
え
す
動
揺

の
多
い
制
度
で
あ
ろ
う
。
武
田
氏
も
別
稿
に
お
い
て
、
「
展
開
後
の
十
三
（
ま

た
は
十
四
）
等
官
位
制
は
、
基
本
的
に
は
上
下
序
列
的
で
あ
り
、
身
分
秩
序

は
一
元
化
さ
れ
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
族
制

的
・
階
層
的
性
格
は
な
お
色
こ
く
残
存
し
、
時
お
り
強
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ

Ａ
り

ね
り

り
、
最
後
ま
で
払
拭
し
き
れ
な
か
っ
た
」
と
注
意
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し

四
世
紀
ご
ろ
に
新
展
開
を
み
せ
た
高
句
麗
の
官
位
制
が
、
滅
亡
時
ま
で
体
系

と
し
て
は
存
続
し
つ
づ
け
た
こ
と
は
、
逆
に
い
え
ば
こ
の
官
位
制
が
あ
ま
り

現
実
的
な
有
効
性
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
も
理
解
で
き

よ
う
。

　
武
田
氏
も
あ
げ
て
お
ら
れ
る
例
で
あ
る
か
、
高
句
麗
末
期
に
専
権
を
握
っ

た
泉
蓋
蘇
文
の
子
の
泉
男
生
は
、
九
歳
で
第
十
三
段
階
官
位
の
先
人
を
授
与

さ
れ
た
。
男
生
の
嫡
子
も
九
歳
で
先
人
と
な
り
、
男
生
の
弟
の
男
産
も
九
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

で
先
人
と
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
い
か
に
古
代
と
は
い
え
九
歳
で
何
ら
か

の
職
務
が
果
せ
よ
う
筈
は
な
く
、
こ
の
叙
位
は
形
式
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

官
位
制
が
有
効
に
機
能
し
、
何
ら
か
の
実
態
を
備
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
い

か
に
有
力
者
の
子
弟
と
は
い
え
か
か
る
形
式
的
叙
位
が
行
な
わ
れ
る
と
は
考

え
が
た
い
。
高
句
麗
の
官
位
は
中
央
支
配
者
集
団
中
の
序
列
を
示
す
程
度
の

意
味
し
か
持
た
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
「
済
紀
」
の
蓋
歯
王
二
一
年
（
四
七
五
）
九
月
条
に
「
至
是
高
旬
麗
対
座
斉

于
・
再
曽
架
婁
・
古
小
万
年
心
胆
識
等
帥
兵
来
攻
北
城
」
と
あ
り
、
「
架

婁
・
万
年
。
本
国
人
也
。
獲
罪
逃
獄
高
句
麗
」
と
あ
る
。
斉
于
は
高
翔
麗
人

で
初
期
官
位
の
第
二
位
対
皮
の
官
位
を
持
つ
が
、
百
済
か
ら
高
句
麗
に
投
じ

た
架
婁
と
万
年
に
は
官
位
が
な
く
、
と
り
わ
け
架
婁
は
「
麗
将
業
婁
」
と
高

句
麗
内
で
何
ら
か
の
職
に
就
任
し
て
い
た
の
に
官
位
が
な
い
。
こ
れ
は
高
翔

麗
の
官
位
が
、
広
く
個
人
に
授
与
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
高
句
麗
の
在
村
有
力

者
は
、
官
位
制
度
以
外
の
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
勿
論
こ
れ
に
は
幾
通
り
も
の
反
論
が
予
想
さ
れ
、
現
に
金
哲
竣
氏
は
コ
局

旬
麗
国
家
も
末
期
に
な
る
と
下
級
に
位
置
し
て
い
た
諸
兄
な
ど
は
、
族
長
と

い
え
ど
も
一
小
家
父
長
と
し
て
地
方
支
配
末
端
の
村
長
に
転
化
し
て
い
っ
た

　
　
　
　
　
㈲

の
で
あ
ろ
う
」
と
、
第
十
二
位
官
位
の
諸
兄
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

た
だ
高
句
麗
『
中
原
碑
』
に
よ
れ
ば
、
高
句
麗
が
新
羅
を
間
接
支
配
し
た
よ

う
な
時
期
か
お
る
よ
う
に
み
え
る
し
、
高
句
麗
官
位
制
の
影
響
下
に
新
羅
官

位
制
が
出
現
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
る
に
新
羅
に
明
瞭
な
外
位
制
か
お
り
、

高
旬
麗
に
は
な
い
か
ら
、
本
来
高
句
麗
制
に
欠
如
し
て
い
た
部
分
を
、
新
羅

は
外
位
制
と
し
て
創
出
し
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
百
済
の
官
位
制
は
武
田
氏
に
よ
れ
ば
「
帯
・
冠
の
具
象
的
な
標
識
で
認
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紬

で
き
る
帯
位
制
、
あ
る
い
は
冠
位
制
」
で
あ
り
、
「
冠
位
制
あ
る
い
は
帯
位

制
の
機
能
を
も
つ
十
六
等
の
百
済
官
位
制
は
、
六
世
紀
に
至
っ
て
泗
泌
遷
都

を
機
に
制
定
さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
機
に
一
段
と
発
展
の
途
を
た
ど
っ

　
㈱
だ
」
と
い
う
。
前
引
の
鬼
頭
氏
の
ご
と
く
熊
津
・
泗
泌
な
ど
の
遷
都
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
百
済
支
配
者
の
孤
立
は
再
生
産
さ
れ
つ
づ
け
た
と
の
見
解
が
あ
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る
が
、
次
引
の
井
上
秀
雄
氏
の
ご
と
く
前
期
百
済
と
後
期
百
済
の
段
階
差
を

強
調
す
る
見
解
も
あ
る
。

　
井
上
氏
は
「
四
七
五
年
に
高
司
麗
の
長
寿
王
が
漢
城
の
百
済
王
都
を
奪
い
、

長
薗
王
を
討
ち
と
っ
た
と
き
、
百
済
王
室
も
壊
滅
的
な
打
撃
を
う
け
た
が
、

こ
れ
を
擁
立
す
る
貴
族
層
も
ま
た
そ
の
基
盤
ま
で
奪
わ
れ
、
完
全
に
政
治
勢

力
を
失
っ
た
。
前
期
の
百
済
は
い
わ
ば
実
質
的
に
滅
亡
し
た
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
0
　
ご
と
い
わ
れ
、
「
木
励
満
致
な
ど
韓
族
系
の
小
国
勢
力
が
文
周

王
を
擁
立
し
て
後
期
百
済
を
熊
津
に
た
て
た
が
、
す
ぐ
に
は
地
方
勢
力
を
バ

ッ
ク
に
す
る
中
央
貴
族
層
が
成
立
せ
ず
、
文
周
・
三
斤
両
代
か
ら
東
城
王
初

期
に
か
け
て
の
混
迷
が
つ
づ
い
5
　
「
東
城
王
の
時
代
は
中
央
貴
族
層
が
㈲
制

度
の
再
建
に
失
敗
し
た
の
ち
、
諸
氏
が
権
力
を
争
奪
す
る
中
で
、
有
力
貴
族

の
台
頭
が
み
ら
れ
ず
、
結
果
的
に
は
王
権
を
強
化
し
、
貴
族
屑
が
そ
の
王
権

に
依
存
す
る
官
僚
化
の
傾
向
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
専
制
工

権
が
確
立
し
た
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
官
僚
制
が
定
前
し
た
の
で
も
な
い
ご

と
さ
れ
、
泗
泌
遷
都
を
行
な
っ
た
聖
王
代
に
つ
い
て
「
聖
王
時
代
の
百
済
は

高
句
麗
・
新
羅
の
武
力
に
圧
迫
さ
れ
て
は
い
た
が
、
官
僚
休
制
へ
の
移
行
乞

順
調
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
二
国
と
対
等
の
軍
事
力
を
持
つ
ま
で
に
成
長
し
て

い
た
。
ま
た
、
南
方
で
は
加
羅
諸
国
の
大
半
を
支
配
下
に
お
さ
め
て
い
た
。

王
子
余
昌
の
軽
率
な
戦
略
が
聖
王
の
命
を
縮
め
さ
せ
た
ば
か
り
で
な
く
、
軌

道
に
乗
り
つ
つ
あ
っ
た
王
権
の
確
立
に
も
混
乱
を
き
た
し
、
ひ
い
て
は
五
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

二
年
、
新
羅
に
よ
る
加
羅
諸
国
の
全
面
的
な
支
配
と
な
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
。

　
百
済
が
五
世
紀
末
の
東
城
王
代
に
、
王
族
や
貴
族
に
地
名
を
冠
し
た
王
・

侯
名
の
授
爵
を
中
国
南
朝
宋
に
要
請
し
た
こ
と
は
、
末
松
保
和
氏
に
よ
っ
て

注
目
さ
柚
坂
元
義
種
氏
に
よ
っ
て
研
究
が
深
化
さ
れ
た
。
坂
元
氏
は
そ
の

意
味
を
、
「
百
済
大
王
は
、
王
族
・
姻
族
の
専
権
を
お
さ
え
、
新
興
貴
族
を

育
成
し
、
こ
れ
ら
の
勢
力
均
衡
の
上
に
そ
び
え
立
と
う
と
し
た
。
ま
た
地
方

支
配
を
積
極
的
に
お
し
す
す
め
、
未
だ
完
全
に
支
配
し
き
れ
ぬ
地
域
に
一
族

や
高
官
を
王
・
侯
の
形
で
任
命
し
た
。
し
か
し
、
領
域
支
配
も
拡
大
し
、
地

方
支
配
も
ゆ
き
と
ど
く
よ
う
に
な
る
と
、
独
立
的
な
勢
力
は
中
央
集
権
体
制

の
妨
げ
と
な
る
の
で
、
こ
こ
に
王
・
侯
の
任
命
は
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

王
中
の
王
た
る
百
済
大
王
か
、
自
己
以
外
の
領
域
支
配
者
〈
王
・
侯
〉
を
認

め
な
い
ま
で
に
成
長
し
た
と
き
、
工
権
は
確
立
し
、
か
つ
て
自
由
で
あ
っ
た

貴
族
も
独
立
性
を
失
い
官
僚
化
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
。
地
名
”
王
・
侯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
過
渡
的
な
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
」
と
述

づ
り
れ
た
。

　
坂
元
氏
の
見
解
は
「
大
王
」
制
度
の
観
点
か
ら
の
解
明
で
、
そ
れ
は
そ
れ

と
し
て
貴
重
で
あ
る
が
、
東
城
王
は
五
〇
一
年
に
衛
士
佐
平
石
加
に
暗
殺
さ

れ
、
代
っ
て
武
寧
王
が
即
位
し
た
と
い
う
政
治
史
を
付
加
す
れ
ば
、
別
の
評

価
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
暗
殺
者
が
「
衛
士
佐
平
」
と
い
う
官
僚
で

あ
っ
て
み
れ
ば
、
地
方
支
配
を
め
ぐ
る
「
地
名
」
王
・
侯
制
と
官
僚
制
の
対

立
と
い
う
図
式
の
中
で
も
理
解
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
政
治

史
的
な
観
点
に
立
て
ば
、
長
薗
王
の
敗
死
後
、
内
部
抗
争
の
続
く
百
済
権
力

が
在
地
の
倅
族
社
会
か
ら
孤
立
し
た
も
の
と
み
る
鬼
頭
説
よ
り
も
、
在
地
勢

力
と
の
㈲
係
を
重
視
す
る
井
上
説
に
よ
り
説
得
性
か
お
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
さ
ら
に
「
済
紀
」
武
寧
王
元
年
一
月
条
に
は
、
「
佐
平
石
加
拠
加
林
城
叛
。

工
帥
兵
馬
至
牛
頭
城
。
命
柱
率
解
明
討
之
。
曹
加
出
降
。
王
斬
之
。
投
於
白
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江
」
と
あ
る
。
「
済
紀
」
の
百
加
の
記
事
に
つ
い
て
は
混
乱
が
み
ら
れ
る
が
、

も
し
前
掲
記
事
の
内
容
を
事
実
と
み
て
よ
け
れ
ば
、
杵
率
は
百
済
一
六
等
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

位
の
第
五
位
で
あ
り
、
第
一
位
の
佐
平
か
ら
少
な
く
と
も
五
段
階
の
官
位
は

成
立
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
「
王
帥
兵
馬
至
牛
頭
城
。
命
拝

率
」
と
い
う
記
述
を
み
る
と
、
牛
頭
城
の
城
主
が
抒
率
の
解
明
で
あ
っ
た
よ

う
に
も
み
え
る
。
衛
士
佐
平
の
百
加
の
居
城
の
加
林
城
は
新
築
の
城
で
あ
っ

た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
別
と
し
て
、
牛
頭
城
の
場
合
を
城
主
に
授
位
さ

れ
た
例
と
み
て
は
い
け
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
史
料
的
に
問
題
か
お
り
、
か
つ

抒
率
は
高
級
位
階
で
あ
る
点
に
も
問
題
は
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
状
況
か

ら
臆
測
す
れ
ば
、
百
済
の
官
位
制
は
当
初
か
ら
在
村
有
力
者
と
中
央
権
力
者

を
含
み
こ
ん
だ
も
の
と
し
て
、
構
想
・
運
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
、
高
句
麗
と
百
済
に
つ
い
て
は
、
強
引
な
臆
測
し
か
述
べ
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
官
位
制
度
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
両
国
は
別
個
の
姿

を
と
り
な
が
ら
も
、
新
羅
の
京
位
・
外
位
制
に
比
し
て
、
在
村
有
力
者
と
の

矛
盾
の
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
新
羅
に
お
い
て
こ
の
矛
盾

が
爆
発
点
に
達
し
た
七
世
紀
中
葉
に
、
両
国
か
新
羅
を
圧
倒
し
、
新
羅
が
存

亡
の
危
機
に
陥
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
具
体
的
様
相
は
今
後
検
討
し
て

ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

注剛
　
骨
品
制
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
江
原
正
昭
「
骨
品
制
Ｉ
－
一
新
羅
の
身
分
制
－
Ｉ

　
に
関
す
る
覚
書
Ｉ
」
（
史
潮
九
二
・
一
九
六
五
年
七
月
）
が
井
上
・
武
田
論
文
以
前

　
に
つ
い
て
ま
と
め
、
両
論
文
を
含
め
て
江
原
正
昭
「
国
家
機
構
と
社
会
形
態
・
４

　
新
羅
の
骨
品
制
」
（
朝
鮮
史
研
究
会
編
『
朝
鮮
史
研
究
入
門
』
太
平
出
版
・
一
九

　
六
六
年
一
一
月
）
が
ま
と
め
る
。
さ
ら
に
武
田
幸
男
　
㈲
　
②
に
も
先
行
業
績
が

　
紹
介
・
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
鈴
木
靖
民
「
朝
鮮
古
代
国
家
史
研
究
の
現
況
」

　
　
（
歴
史
評
論
三
五
五
二
九
七
九
年
一
一
月
）
は
武
田
・
井
上
・
木
村
の
骨
品
制

　
論
を
整
理
し
て
い
る
。

印
　
井
上
秀
雄
「
新
羅
の
骨
品
制
度
」
『
　
１
新
旱
叉
基
礎
研
究
』
東
出
版
二
九
七
四

　
年
二
月
）

㈹
　
①
武
田
幸
男
「
新
羅
の
骨
品
体
制
社
会
」
（
歴
史
学
研
究
二
九
九
二
九
六
五
年

　
四
月
ご
②
武
田
幸
男
「
新
羅
骨
品
制
の
再
検
討
」
（
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
六
七

　
・
一
九
七
五
年
三
月
）

圃
　
木
村
誠
「
六
世
紀
新
羅
に
お
け
る
骨
品
制
の
成
立
」
　
（
歴
史
学
研
究
四
二
八
・

　
一
九
七
六
年
一
月
）

㈲
　
の
三
池
賢
一
　
「
新
羅
官
位
制
度
（
上
）
」
（
法
政
史
学
三
丁
一
九
七
〇
年
三

　
月
）
・
②
三
池
賢
一
「
新
羅
官
位
制
度
（
下
）
」
（
駒
沢
史
学
一
八
・
一
九
七
一
年
四

　
月
）
・
③
三
池
賢
一
　
「
新
羅
官
制
と
社
会
身
分
」
（
日
本
史
研
究
一
五
〇
・
一
五
一

　
合
併
合
・
一
九
七
五
年
三
月
）

㈲
　
木
村
誠
　
圃
　
二
七
頁
。

剛
　
宮
崎
市
定
「
三
韓
時
代
の
位
階
制
に
つ
い
て
」
（
朝
鮮
学
報
一
四
こ
九
五
九
年

　
一
〇
月
）

㈲
　
黒
田
達
也
「
新
羅
官
位
制
に
つ
い
て
の
若
干
の
疑
問
」
（
大
阪
府
立
工
業
高
専

　
研
究
紀
要
一
六
・
一
九
八
二
年
一
〇
月
）

剛
　
武
田
幸
男
　
㈲
　
②
一
七
九
頁
。

聯
　
武
田
幸
男
「
新
羅
官
位
制
の
成
立
」
（
旗
田
巍
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
朝
鮮
歴

　
史
論
集
（
上
）
』
竜
渓
書
舎
・
一
九
七
九
年
三
月
）
　
一
六
四
頁
。

㈲
　
武
田
幸
男
　
帥
　
一
六
四
頁
。

㈲
　
武
田
幸
男
　
聯
　
一
七
一
之
一
七
三
頁
。
ま
た
衣
冠
制
に
つ
い
て
は
、
別
に
武

　
田
幸
男
「
新
羅
・
法
興
王
代
の
律
令
と
衣
冠
制
」
（
朝
鮮
史
研
究
会
編
『
古
代
朝

　
鮮
と
日
本
』
竜
渓
書
舎
・
一
九
七
四
年
一
〇
月
）
を
も
参
照
し
た
。

岫
　
武
ｍ
幸
男
　
㈲
　
①
一
〇
頁
。
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㈲
　
武
田
幸
男
　
㈹
　
①
一
〇
頁
。

㈲
　
武
田
幸
男
　
倒
　
①
二
I
頁
。

㈲
　
井
上
秀
雄
　
②
　
三
〇
二
頁
。

㈲
　
木
村
誠
　
　
㈲
　
一
二
頁
。

㈲
　
武
田
幸
男
　
倒
　
②
一
七
〇
頁
。

帥
　
末
松
保
和
「
新
羅
六
部
考
」
（
『
新
羅
史
の
諸
問
題
』
東
洋
文
庫
二
九
五
四
年

　
一
一
月
）
二
八
九
頁
。

胆
　
三
池
賢
一
　
「
ご
二
国
史
記
”
職
官
志
外
位
条
の
解
釈
」
（
北
海
道
駒
沢
大
学
研
究

　
紀
要
五
・
一
九
七
〇
年
九
月
）
九
八
頁
。

卵
　
三
池
賢
一
　
㈲
　
③
が
理
解
し
や
す
い
形
に
自
説
を
ま
と
め
て
い
る
。

翰
　
武
田
幸
男
　
㈲
　
②
一
七
八
百
。

昌
　
末
松
保
和
　
帥
　
三
〇
三
頁
。

伽
　
末
松
保
和
　
㈲
　
三
〇
〇
頁
。

凶
　
末
松
保
和
　
㈲
　
二
八
九
～
二
九
〇
頁
。

帥
　
末
松
保
和
　
囚
　
二
七
1
　
頁
。

筒
　
三
池
賢
一
　
圀
　
九
八
頁
。
た
だ
し
、
一
九
七
八
年
一
月
六
日
に
丹
陽
赤
城
城

　
碑
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
に
は
が
阿
尺
の
外
位
か
お
る
。
碑
は
浜
田
耕
策
「
新
た
に

　
発
見
さ
れ
た
”
丹
陽
・
赤
城
碑
”
」
（
日
本
歴
史
三
六
五
二
九
七
八
年
一
〇
月
）

　
に
よ
れ
ば
五
五
〇
年
代
、
武
田
幸
男
「
真
興
王
代
に
お
け
る
新
羅
の
赤
城
経
営
」

　
（
朝
鮮
学
報
九
三
二
九
七
九
年
一
〇
月
）
に
よ
れ
ば
五
四
五
～
五
五
一
年
の
立
碑

　
と
い
う
。
こ
れ
を
外
位
の
初
見
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

冊
　
三
池
賢
一
　
聯
　
コ
ー
四
～
こ
一
五
頁
。

卵
　
三
池
賢
一
　
圀
　
コ
ー
九
頁
。

旧
　
井
上
秀
雄
「
新
羅
王
権
と
地
方
勢
力
址
「
新
羅
政
治
休
制
の
変
遷
過
程
」
〔
前

　
掲
＝
閃
〕

剛
　
末
松
保
和
「
新
羅
睦
停
考
」
〔
前
掲
＝
倒
〕
。

帥
　
井
上
秀
雄
「
新
羅
兵
制
考
」
〔
前
掲
‥
l
㈲
〕
。

㈲
　
李
基
白
「
新
羅
私
兵
考
」
（
『
新
羅
政
治
社
会
良
研
究
』
学
生
社
・
一
九
八
二
年

　
一
〇
月
）

剛
　
李
成
市
「
新
羅
六
停
の
再
検
討
」
（
朝
鮮
学
報
九
二
二
九
七
九
年
七
月
）

㈲
　
武
田
幸
男
「
中
古
新
羅
の
軍
事
的
基
盤
1
法
瞳
軍
団
と
そ
の
展
開
―
」
（
西

　
嶋
定
生
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
東
ア
ジ
ア
史
に
お
け
る
両
家
と
農
民
』
山
川
出
版

　
社
・
T
几
八
四
年
一
一
月
）

個
　
井
上
秀
雄
　
励
　
一
七
六
頁
。

㈲
　
竹
々
に
つ
い
て
は
武
田
幸
男
　
圓
　
の
一
丁
こ
一
頁
に
、
竜
石
・
聯
日
に
つ

　
い
て
は
李
成
市
　
㈲
　
三
五
こ
二
六
頁
に
在
地
豪
族
と
の
指
摘
か
お
る
。

肩
　
山
足
幸
久
「
朝
鮮
三
関
の
軍
区
組
織
」
（
朝
鮮
史
研
究
会
編
『
古
代
傾
鮮
と
日

　
本
』
京
渓
書
舎
・
一
九
七
四
年
一
〇
月
）
　
T
八
＝
丁
一
八
四
員
。

隔
　
鬼
頭
清
明
「
六
世
紀
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
と
日
本
」
（
『
日
本
古
代
国
家
の
形
成

　
と
東
ア
ジ
ア
』
校
倉
書
房
・
一
九
七
六
年
六
月
）
二
六
五
頁
。

㈲
　
鬼
頭
清
明
　
纏
　
二
六
六
頁
。

㈲
　
鬼
頭
清
明
　
㈲
　
二
六
九
頁
。

㈲
　
鬼
頭
清
明
　
倒
　
二
六
八
員
。

㈲
　
鬼
頭
清
明
　
帥
　
二
六
七
頁
。

㈲
　
武
田
幸
男
［
六
世
紀
に
お
け
る
朝
鮮
三
国
の
国
家
体
制
］
（
井
上
光
貞
等
編
『
東

　
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
4
・
朝
鮮
三
関
と
倭
国
』
学
生
社
・
一

　
九
八
〇
年
九
月
）
五
二
丁
五
四
頁
。

㈲
　
武
m
幸
男
　
㈲
　
二
九
頁
。

㈲
　
武
田
幸
男
「
高
司
麗
官
位
制
と
そ
の
展
開
」
（
朝
鮮
学
報
八
六
二
九
七
八
年
一

　
月
）
四
九
頁
。

㈲
　
武
田
幸
男
　
㈲
　
三
六
？
四
〇
頁
。

㈲
　
金
哲
竣
「
高
翔
朧
・
新
羅
の
官
階
組
織
の
成
立
過
程
」
（
『
韓
国
古
代
社
会
研

　
究
』
学
生
社
・
一
九
八
一
年
八
月
）
　
一
T
八
頁
。

㈲
　
『
中
原
碑
』
に
つ
い
て
は
、
武
田
幸
男
「
五
～
六
世
紀
東
南
ア
ジ
ア
史
の
一
視

　
点
」
［
前
掲
―
㈲
］
な
ど
を
参
照
し
た
。

硝
　
武
田
幸
男
　
剛
　
三
三
頁
。

剛
　
武
田
幸
男
　
㈲
　
三
回
貝
。

㈹
　
井
上
秀
雄
「
三
国
の
興
亡
剛
」
（
『
古
代
朝
鮮
』
日
本
放
送
出
版
協
会
・
一
九
七
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二
年
一
一
月
）
　
一
一
六
・
一
一
七
頁
。

紹
　
井
上
秀
雄
　
隠
　
一
一
七
頁
。

國
　
井
上
秀
雄
　
隠
　
一
一
七
頁
。

㈱
　
井
上
秀
雄
　
昌
　
こ
一
九
頁
。

國
　
末
松
保
和
「
任
那
の
衰
替
」
（
『
任
那
興
亡
史
』
古
川
弘
文
館
二
九
四
九
年
二

　
月
）

励
　
坂
元
義
種
「
五
世
紀
の
〈
百
済
大
王
〉
と
そ
の
王
・
侯
」
（
『
古
代
東
ア
ジ
ア

　
の
日
本
と
朝
鮮
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
七
八
年
コ
ー
月
）
　
一
〇
一
・
一
〇
二
頁
。

糾
　
百
済
の
佐
平
に
つ
い
て
は
本
学
大
学
院
生
の
金
瑛
二
氏
か
ら
種
々
教
示
を
受

　
け
、
①
金
瑛
二
「
百
済
の
佐
平
に
つ
い
て
I
そ
の
成
立
と
変
遷
I
」
（
朝
鮮

　
史
研
究
会
報
六
八
）
・
②
金
瑛
二
「
百
済
に
お
け
る
中
央
官
制
の
変
遷
に
つ
い
て

　
I
百
済
史
料
の
検
討
を
中
心
に
I
」
（
玄
海
灘
4
）
を
頂
い
た
か
、
百
済
の

　
官
司
制
な
ど
と
と
も
に
充
分
に
考
え
え
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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